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第 8 期

（決算日 2014年12月15日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ・アジアＲＥＩＴファンド
（ダイワＳＭＡ専用）」は、このたび、第 8
期の決算を行ないました。

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<4774>

ダイワ・アジアＲＥＩＴファンド
（ダイワＳＭＡ専用）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信（リート）
信 託 期 間 約10年 3 カ月間（2007年 9 月 7 日～2017年12月15日）

運 用 方 針 信託財産の中長期的な成長をめざして運用を
行ないます。

主 要 投 資
対 象

ベビーファンド ダイワ・アジアリート・マザー
ファンドの受益証券

ダイワ・アジア
リ ー ト ・
マザーファンド

アジア地域（日本を除きます。
以下同じ。）の金融商品取引
所上場（上場予定を含みま
す。以下同じ。）および店頭
登録（登録予定を含みます。
以下同じ。）の不動産投資信
託の受益証券または不動産投
資法人の投資証券（以下総称
して「不動産投資信託証券」
といいます。）

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主として、アジア地域の金融商品取引所
上場および店頭登録の不動産投資信託証券
に投資し、信託財産の中長期的な成長と配
当等収益の確保をめざして分散投資を行な
います。
②個別銘柄ごとに、相対的な割安度、期待
される成長性、配当利回りなどを勘案しポー
トフォリオを構築します。運用にあたって
は、コーヘン＆スティアーズ・キャピタル・
マネジメント・インクの助言を受けます。
③不動産投資信託証券の組入比率は、通常
の状態で信託財産の純資産総額の80％程度
以上に維持することを基本とします。
④アジア地域の不動産投資信託証券に加え
てオセアニア地域の不動産投資信託証券に
投資を行なう場合があります。
⑤保有外貨建資産について、為替変動リス
クを回避するための為替ヘッジは行ないま
せん。

組 入 制 限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
投資信託証券組入上限比率 無制限

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益等
とし、原則として、基準価額の水準等を勘
案して分配金額を決定します。ただし、分
配対象額が少額の場合には、分配を行なわ
ないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないま
す。ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をま
とめてベビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主
としてマザーファンドの受益証券に投資して、実質的な運
用をマザーファンドで行なう仕組みです。



ダイワ・アジアＲＥＩＴファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■最近 5 期の運用実績

決　　算　　期
基　　準　　価　　額 アジアリート指数

（配当込み、円換算） 投資信託
証　　券
組入比率

純 資 産
総　　額税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ 百万円

₄ 期末（₂₀₁₀年₁₂月15日） ₉, ₆₀₀ ₀ ₂₅. ₈ ₉, ₆₄₃ ₂₆. ₉ ₉₆. ₉ ₇₀₂ 
₅ 期末（₂₀₁₁年₁₂月15日） ₈, ₃₆₉ ₀ △ ₁₂. ₈ ₈, ₇₃₀ △  ₉. ₅ ₉₅. ₁ ₆₉₉ 
₆ 期末（₂₀₁₂年₁₂月17日） ₁₃, ₀₃₆ ₀ ₅₅. ₈ ₁₄, ₂₀₆ ₆₂. ₇ ₉₃. ₅ ₈₈₅ 
₇ 期末（₂₀₁₃年₁₂月16日） ₁₄, ₅₁₆ ₀ ₁₁. ₄ ₁₆, ₄₁₅ ₁₅. ₅ ₉₈. ₈ ₁₂₇ 
₈ 期末（₂₀₁₄年₁₂月15日） ₁₉, ₇₂₁ ₀ ₃₅. ₉ ₂₂, ₁₅₅ ₃₅. ₀ ₉₈. ₈ ₁₀ 

（注 ₁ ） アジアリート指数（配当込み、円換算）は、Ｓ＆Ｐ /Citigroup Global REIT Index の構成国地域のうち、日本、オーストラリア、ニュージー
ランドを除く Asia Pacific（Developed）の構成国地域、および Asia Pacific（Emerging）の構成国地域における前日の地域別の指数（配当込
み、現地通貨建て）のデータをもとに円換算し、時価総額比率で合成し、当ファンドの設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したもので
す。海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。

（注 ₂ ） 投資信託証券組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。

■当期中の基準価額と市況の推移
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ダイワ・アジアＲＥＩＴファンド（ダイワＳＭＡ専用）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₄, ₅₁₆円　期末：₁₉, ₇₂₁円　騰落率：₃₅. ₉％
【基準価額の主な変動要因】

アジアリート市況が大幅に上昇したことに加えて為替相場で円安が進んだことがプラスに寄与し、当期の基準価額は大幅
に値上がりしました。

◆投資環境について
○アジアリート市況

アジアリート市況は、₂₀₁₃年₁₂月中旬に米国が量的緩和の縮小に着手し、将来的に利上げに踏み切るとの見方が投資家
を慎重にさせたほか、中国をはじめとした新興国経済の先行きに対する不安の強まりを背景に、期首から₂₀₁₄年 ₂ 月上旬
にかけて軟調な展開となりました。

その後は、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が金融政策の修正を慎重に進める姿勢を示したことが好感されて市況が
上昇に転じると、アジアでも長期国債利回りが低下したことが高利回り資産であるリート市場には追い風となったほか、
堅調なリートの業績にも安心感をもたらし、市況は ₈ 月末まで上昇基調で推移しました。

年　　月　　日
基　　準　　価　　額 アジアリート指数

（配当込み、円換算）
投資信託
証　　券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₃年₁₂月₁₆日 ₁₄, ₅₁₆ ― ₁₆, ₄₁₅ ― ₉₈. ₈

₁₂月末 ₁₄, ₈₅₉ ₂. ₄ ₁₆, ₈₀₃ ₂. ₄ ₉₉. ₀
₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₄, ₁₇₂ △ ₂. ₄ ₁₆, ₀₅₈ △ ₂. ₂ ₉₈. ₁

₂ 月末 ₁₄, ₄₄₈ △ ₀. ₅ ₁₆, ₃₉₁ △ ₀. ₁ ₉₈. ₁
₃ 月末 ₁₄, ₉₈₆ ₃. ₂ ₁₆, ₉₄₉ ₃. ₂ ₉₈. ₄
₄ 月末 ₁₅, ₄₂₉ ₆. ₃ ₁₇, ₄₆₇ ₆. ₄ ₉₈. ₂
₅ 月末 ₁₆, ₁₈₄ ₁₁. ₅ ₁₈, ₂₀₇ ₁₀. ₉ ₉₈. ₇
₆ 月末 ₁₆, ₁₈₃ ₁₁. ₅ ₁₈, ₂₀₀ ₁₀. ₉ ₉₈. ₈
₇ 月末 ₁₆, ₈₈₄ ₁₆. ₃ ₁₉, ₀₅₅ ₁₆. ₁ ₉₈. ₅
₈ 月末 ₁₇, ₂₄₀ ₁₈. ₈ ₁₉, ₄₅₅ ₁₈. ₅ ₉₈. ₂
₉ 月末 ₁₇, ₃₆₃ ₁₉. ₆ ₁₉, ₆₄₈ ₁₉. ₇ ₉₈. ₅
₁₀月末 ₁₇, ₇₉₃ ₂₂. ₆ ₂₀, ₀₉₁ ₂₂. ₄ ₉₈. ₃
₁₁月末 ₁₉, ₇₈₂ ₃₆. ₃ ₂₂, ₂₇₈ ₃₅. ₇ ₉₇. ₄

（期末）₂₀₁₄年₁₂月₁₅日 ₁₉, ₇₂₁ ₃₅. ₉ ₂₂, ₁₅₅ ₃₅. ₀ ₉₈. ₈
（注）騰落率は期首比。
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ダイワ・アジアＲＥＩＴファンド（ダイワＳＭＡ専用）

₉ 月に入り、堅調な米国の経済指標を背景に米国の早期利上げ観測が強まった場面では、市況は下落に転じましたが調
整は短期的なものにとどまり、中国の利下げなどを支援材料に期末にかけて上伸しました。

主要市場では、Ｓ＆ＰシンガポールＲＥＩＴ指数（配当込み、シンガポール・ドルベース）が₁₈. ₅％、Ｓ＆Ｐ香港ＲＥ
ＩＴ指数（配当込み、香港ドルベース）が₂₉. ₆％、それぞれ上昇しました。

○為替相場
期首から₂₀₁₄年前半は、中国経済の減速やアルゼンチン・ペソの急落を受けた新興国経済の先行きに対する不安や、ウ

クライナをめぐる米国および欧州とロシアとの対立の激化などを背景に市場のリスク回避姿勢が強まり、低リスク資産と
考えられている円が買われる（円高）場面がありました。

しかし、 ₄ 月の消費税率引上げ後の日本経済の低迷を示す経済指標が増えるにつれて円売り圧力が強まり、円安基調と
なりました。₁₀月末に、日銀が市場の予想外のタイミングで追加金融緩和に踏み切ると円安が加速し、円安アジア通貨高
に大きく振れました。

◆前期における「今後の運用方針」

・シンガポール、香港を中心としたポートフォリオとする方針です。
・銘柄選定については、コーヘン＆スティアーズ・キャピタル・マネジメント・インク（Ｃ＆Ｓ）の助言をもとに決定し

ていきます。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

「ダイワ・アジアリート・マザーファンド」の受益証券に投資を行ないました。
○ダイワ・アジアリート・マザーファンド

Ｃ＆Ｓの助言をもとにポートフォリオを構築しました。
市場別では、シンガポールと香港を中心としたポートフォリオとしました。シンガポールでは、小売売上高の停滞から

商業施設を保有するリートの組入比率を引下げ、割安感や₂₀₁₄年後半以降のホテルの事業環境改善期待からホテルを保有
するリートの組入比率を引上げたほか、都心部の優良オフィスの賃料が上昇に転じたことなどを背景にオフィスを保有す
る大手リートを新たに組入れました。香港では、大手商業施設リートを中心としたポートフォリオを継続しました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

（％）
40. 0
35. 0
30. 0
25. 0
20. 0
15. 0
10. 0
5. 0
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当　期
（2013. 12. 16～2014. 12. 15）

基準価額
アジアリート指数（配当込み、円換算）
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ダイワ・アジアＲＥＩＴファンド（ダイワＳＭＡ専用）

◆分配金について
当期は、経費控除後の配当等収益が少額であったことから、収益分配につきましては見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
当 期

₂₀₁₃年₁₂月₁₇日
～₂₀₁₄年₁₂月₁₅日

当 期 分 配 金 （ 税 込 み ） （円） ―
対 基 準 価 額 比 率 （％） ―
当 期 の 収 益 （円） ―
当 期 の 収 益 以 外 （円） ―

翌 期 繰 越 分 配 可 能 額 （円） ₉, ₇₂₁
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 ₃ ）  当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

※ なお、投資信託約款上の分配対象額は、上記分配可能額のうち経費控除後の配当
等収益等です。

《今後の運用方針》

○当ファンド
「ダイワ・アジアリート・マザーファンド」の受益証券に投資を行なう方針です。

○ダイワ・アジアリート・マザーファンド
Ｃ＆Ｓの助言をもとにポートフォリオを構築する方針です。
シンガポールでは、多国籍企業による東南アジア事業の拠点開設などを背景に都心部の優良オフィスの賃料が上昇してい

ることに加え₂₀₁₅年はオフィスビルの新規供給が一服するため、オフィス市場を取り巻く環境は良好な状況にあると考えて
おり、優良オフィスを保有するリートに注目しています。香港では、中国本土からの日帰り旅行客の増加が日常生活に関連
の深いテナントが多い大型商業施設の事業環境には追い風と考えており、当面は商業施設を保有するリートを中心とした
ポートフォリオを継続する方針です。
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ダイワ・アジアＲＥＩＴファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当 期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₃. ₁₂. ₁₇～₂₀₁₄. ₁₂. ₁₅）
金　額 比　率

信託報酬  ₁₉₇円 ₁. ₂₀₇％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₆, ₂₈₀円です。

（投信会社）  （₁₃₀）  （₀. ₈₀₁） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₅₂）  （₀. ₃₂₁） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁₄）  （₀. ₀₈₅） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ₃₂   ₀. ₁₉₄  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（投資信託証券）  （₃₂）  （₀. ₁₉₄） 

有価証券取引税  ₈   ₀. ₀₅₂  有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（投資信託証券）  （₈）  （₀. ₀₅₂） 
その他費用  ₃₃   ₀. ₂₀₄   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （₃₂）  （₀. ₁₉₉） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用）  （₁）  （₀. ₀₀₅） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （₀）  （₀. ₀₀₀） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　計  ₂₇₀   ₁. ₆₅₈  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（₂₀₁₃年₁₂月₁₇日から₂₀₁₄年₁₂月₁₅日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
ダ イ ワ ・
アジアリート・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₇, ₄₉₉ ₁₀, ₀₉₅ ₉₈, ₀₀₄ ₁₃₄, ₉₄₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・アジアリート・
マ ザ ー フ ァ ン ド ₉₆, ₁₄₉ ₅, ₆₄₅ ₁₀, ₃₁₁ 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・アジアＲＥＩＴファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月₁₅日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・アジアリート・マザーファンド ₁₀, ₃₁₁ ₉₉. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁₀₄ ₁. ₀ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁₀, ₄₁₆ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、₁₂月₁₅日における邦貨換算レートは、 ₁ 香港ドル＝₁₅. ₃₀円、 ₁
シンガポール・ドル＝₉₀. ₄₅円、 ₁ 台湾ドル＝₃. ₇₉円、 ₁ マレーシア・リン
ギット＝₃₃. ₉₁円です。

（注 ₃ ） ダイワ・アジアリート・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建
純資産（₂, ₃₇₆, ₇₃₈千円）の投資信託財産総額（₂, ₃₈₃, ₅₉₃千円）に対する
比率は、₉₉. ₇% です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月₁₅日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 10， 41₆， 4₆4円

コ ー ル   ・ ロ ー ン 等 ₁₀₄, ₆₉₉  
ダイワ・アジアリート・マザーファンド（評価額） ₁₀, ₃₁₁, ₇₆₅  

（Ｂ）負 債 85， 471  
未 払 信 託 報 酬 ₈₅, ₁₇₁  
そ の 他 未 払 費 用 ₃₀₀  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 10， ₃₃0， 99₃  
元 本 ₅, ₂₃₈, ₄₈₅  
次 期 繰 越 損 益 金 ₅, ₀₉₂, ₅₀₈  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 5， 2₃8， 485口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 19， 721円

＊ 期 首 に お け る 元 本 額 は₈₈, ₀₁₀, ₀₉₀円、 当 期 中 に お け る 追 加 設 定 元 本 額 は
₅, ₂₃₈, ₄₈₅円、同解約元本額は₈₈, ₀₁₀, ₀₉₀円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₉, ₇₂₁円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₃年₁₂月₁₇日　至₂₀₁₄年₁₂月₁₅日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 25円

受 取 利 息 ₂₅
（Ｂ）有価証券売買損益 ₃， 1₆2， 77₆

売 買 益 ₅, ₈₉₅, ₄₂₆
売 買 損 △ ₂, ₇₃₂, ₆₅₀

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 4₃7， 189
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 2， 725， ₆12
（Ｅ）前期繰越損益金 1， 524， 050
（Ｆ）追加信託差損益金 842， 84₆

（配 当 等 相 当 額）（ ₈₁₁, ₉₃₈）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₃₀, ₉₀₈）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 5， 092， 508
次期繰越損益金（Ｇ） 5， 092， 508
追 加 信 託 差 損 益 金 ₈₄₂, ₈₄₆

（配 当 等 相 当 額）（ ₈₁₁, ₉₃₈）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₃₀, ₉₀₈）
分 配 準 備 積 立 金 ₄, ₂₄₉, ₆₆₂

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₂₅円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₂, ₇₂₅, ₅₈₇
（ｃ）収 益 調 整 金 ₈₄₂, ₈₄₆
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁, ₅₂₄, ₀₅₀
（ｅ）当 期 分 配 可 能 額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₅, ₀₉₂, ₅₀₈
（ｆ）分 配 金  ₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 可 能 額（ｅ－ｆ） ₅, ₀₉₂, ₅₀₈
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₅, ₂₃₈, ₄₈₅口
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ダイワ・アジアＲＥＩＴファンド（ダイワＳＭＡ専用）

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

復興特別所得税ならびに証券税制の軽減税率の廃止に関するお知らせ
・₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から普通分配金ならびに解約時または償還時の差益に対し、所得税に₂. ₁％の率を乗じた復興特別所得税が課されて

います。また、証券税制の軽減税率は₂₀₁₃年₁₂月₃₁日をもって廃止されています。そのため₂₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から₂₀₁₃年₁₂月₃₁日ま
では₁₀. ₁₄₇％（所得税 ₇ ％、復興特別所得税₀. ₁₄₇％および地方税 ₃ ％）、₂₀₁₄年 ₁ 月 ₁ 日以降は₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別
所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率が適用されます。

・復興特別所得税に係る記載がされた目論見書の再交付をご希望される受益者の方につきましては、その旨を販売会社までお申し出
ください。
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ダイワ・アジアリート・マザーファンド

運用報告書　第 8 期　（決算日　2014年12月15日）

（計算期間　₂₀₁₃年₁₂月₁₇日～₂₀₁₄年₁₂月₁₅日）

　ダイワ・アジアリート・マザーファンドの第 ₈ 期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
アジア地域（日本を除きます。以下同じ。）の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。以
下同じ。）および店頭登録（登録予定を含みます。以下同じ。）の不動産投資信託の受益証券ま
たは不動産投資法人の投資証券（以下総称して「不動産投資信託証券」といいます。）

運 用 方 法

①主として、アジア地域の金融商品取引所上場および店頭登録の不動産投資信託証券に投資
し、信託財産の中長期的な成長と配当等収益の確保をめざして分散投資を行ないます。
②個別銘柄ごとに、相対的な割安度、期待される成長性、配当利回りなどを勘案しポートフォ
リオを構築します。運用にあたっては、コーヘン＆スティアーズ・キャピタル・マネジメン
ト・インクの助言を受けます。
③不動産投資信託証券の組入比率は、通常の状態で信託財産の純資産総額の80％程度以上に維
持することを基本とします。
④アジア地域の不動産投資信託証券に加えてオセアニア地域の不動産投資信託証券に投資を行
なう場合があります。
⑤保有外貨建資産について、為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは行ないません。

投資信託証券
組 入 制 限 無制限

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ・アジアリート・マザーファンド

■当期中の基準価額と市況の推移

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₃, ₂₅₇円　期末：₁₈, ₂₆₇円　騰落率：₃₇. ₈％
【基準価額の主な変動要因】

アジアリート市場が大幅に上昇したことに加えて為替相場で円安が
進んだことがプラスに寄与し、当期の基準価額は大幅に値上がりしま
した。

◆投資環境について
○アジアリート市況

アジアリート市況は、₂₀₁₃年₁₂月中旬に米国が量的緩和の縮小に

年　月　日
基 準 価 額 アジアリート指数

（配当込み、円換算）
投資信託
証　　券
組入比率騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₃年₁₂月₁₆日 ₁₃, ₂₅₇ ― ₁₄, ₂₀₄ ― ₉₉. ₁

₁₂月末 ₁₃, ₅₇₈ ₂. ₄ ₁₄, ₅₃₉ ₂. ₄ ₉₉. ₇
₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₂, ₉₆₀ △ ₂. ₂ ₁₃, ₈₉₅ △ ₂. ₂ ₉₈. ₇

₂ 月末 ₁₃, ₂₂₆ △ ₀. ₂ ₁₄, ₁₈₃ △ ₀. ₁ ₉₈. ₆
₃ 月末 ₁₃, ₇₃₇ ₃. ₆ ₁₄, ₆₆₅ ₃. ₂ ₉₉. ₀
₄ 月末 ₁₄, ₁₅₅ ₆. ₈ ₁₅, ₁₁₄ ₆. ₄ ₉₈. ₇
₅ 月末 ₁₄, ₈₆₆ ₁₂. ₁ ₁₅, ₇₅₄ ₁₀. ₉ ₉₉. ₁
₆ 月末 ₁₄, ₈₈₁ ₁₂. ₃ ₁₅, ₇₄₈ ₁₀. ₉ ₉₉. ₁
₇ 月末 ₁₅, ₅₅₈ ₁₇. ₄ ₁₆, ₄₈₇ ₁₆. ₁ ₉₉. ₂
₈ 月末 ₁₅, ₉₀₃ ₂₀. ₀ ₁₆, ₈₃₄ ₁₈. ₅ ₉₈. ₈
₉ 月末 ₁₆, ₀₃₅ ₂₁. ₀ ₁₇, ₀₀₁ ₁₉. ₇ ₉₉. ₀
₁₀月末 ₁₆, ₄₅₁ ₂₄. ₁ ₁₇, ₃₈₄ ₂₂. ₄ ₉₈. ₆
₁₁月末 ₁₈, ₃₁₃ ₃₈. ₁ ₁₉, ₂₇₆ ₃₅. ₇ ₉₇. ₇

（期末）₂₀₁₄年₁₂月₁₅日 ₁₈, ₂₆₇ ₃₇. ₈ ₁₉, ₁₇₀ ₃₅. ₀ ₉₉. ₀
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） アジアリート指数（配当込み、円換算）は、Ｓ＆Ｐ /Citigroup Global REIT 

Index の構成国地域のうち、日本、オーストラリア、ニュージーランドを除
く Asia Pacific（Developed）の構成国地域、および Asia Pacific （Emerging）
の構成国地域における前日の地域別の指数（配当込み、現地通貨建て）の
データをもとに円換算し、時価総額比率で合成し、当ファンドの設定日を
₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。海外の指数は、基準価額へ
の反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。

20, 000

18, 000

16, 000

14, 000

12, 000

（円）

期　首
（2013. 12. 16）

期　末
（2014. 12. 15）

基準価額

着手し、将来的に利上げに踏み切るとの見方が投資家を慎重にさせ
たほか、中国をはじめとした新興国経済の先行きに対する不安の強
まりを背景に、期首から₂₀₁₄年 ₂ 月上旬にかけて軟調な展開となり
ました。

その後は、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が金融政策の修正
を慎重に進める姿勢を示したことが好感されて市況が上昇に転じる
と、アジアでも長期国債利回りが低下したことが高利回り資産であ
るリート市場には追い風となったほか、堅調なリートの業績にも安
心感をもたらし、市況は ₈ 月末まで上昇基調で推移しました。

₉ 月に入り、堅調な米国の経済指標を背景に米国の早期利上げ観
測が強まった場面では、市況は下落に転じましたが調整は短期的な
ものにとどまり、中国の利下げなどを支援材料に期末にかけて上伸
しました。

主要市場では、Ｓ＆ＰシンガポールＲＥＩＴ指数（配当込み、シ
ンガポール・ドルベース）が₁₈. ₅％、Ｓ＆Ｐ香港ＲＥＩＴ指数（配
当込み、香港ドルベース）が₂₉. ₆％、それぞれ上昇しました。

○為替相場
期首から₂₀₁₄年前半は、中国経済の減速やアルゼンチン・ペソの

急落を受けた新興国経済の先行きに対する不安や、ウクライナをめ
ぐる米国および欧州とロシアとの対立の激化などを背景に市場のリ
スク回避姿勢が強まり、低リスク資産と考えられている円が買われ
る（円高）場面がありました。

しかし、 ₄ 月の消費税率引上げ後の日本経済の低迷を示す経済指
標が増えるにつれて円売り圧力が強まり、円安基調となりました。
₁₀月末に、日銀が市場の予想外のタイミングで追加金融緩和に踏み
切ると円安が加速し、円安アジア通貨高に大きく振れました。

◆前期における「今後の運用方針」
・シンガポール、香港を中心としたポートフォリオとする方針で

す。
・銘柄選定については、コーヘン＆スティアーズ・キャピタル・マ

ネジメント・インク（Ｃ＆Ｓ）の助言をもとに決定していきます。
◆ポートフォリオについて

Ｃ＆Ｓの助言をもとにポートフォリオを構築しました。
市場別では、シンガポールと香港を中心としたポートフォリオとし

ました。シンガポールでは、小売売上高の停滞から商業施設を保有す
るリートの組入比率を引下げ、割安感や₂₀₁₄年後半以降のホテルの事
業環境改善期待からホテルを保有するリートの組入比率を引上げたほ
か、都心部の優良オフィスの賃料が上昇に転じたことなどを背景にオ
フィスを保有する大手リートを新たに組入れました。香港では、大手
商業施設リートを中心としたポートフォリオを継続しました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、それぞれ₃₇. ₈％、
₃₅. ₀％となりました。

《今後の運用方針》
　Ｃ＆Ｓの助言をもとにポートフォリオを構築する方針です。
　シンガポールでは、多国籍企業による東南アジア事業の拠点開設など
を背景に都心部の優良オフィスの賃料が上昇していることに加え₂₀₁₅年
はオフィスビルの新規供給が一服するため、オフィス市場を取り巻く環
境は良好な状況にあると考えており、優良オフィスを保有するリートに
注目しています。香港では、中国本土からの日帰り旅行客の増加が日常
生活に関連の深いテナントが多い大型商業施設の事業環境には追い風と
考えており、当面は商業施設を保有するリートを中心としたポートフォ
リオを継続する方針です。
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ダイワ・アジアリート・マザーファンド

■売買および取引の状況
投資信託証券

（₂₀₁₃年₁₂月₁₇日から₂₀₁₄年₁₂月₁₅日まで）
買 付 売 付

口　数 金　額 口　数 金　額

外
　
　
　
　
　
国

千口 千香港ドル 千口 千香港ドル

香 港 ₂, ₂₂₉ ₉, ₅₄₆ ₃, ₈₂₂ ₄₀, ₅₃₄ 
（ ―） （ ―） （ ―） （ ―） 

千口 千シンガポール・ドル 千口 千シンガポール・ドル

シンガポール ₅, ₇₁₆ ₇, ₅₄₄ ₇, ₄₇₈ ₁₁, ₉₉₆ 
（ ―） （△ ₅₉） （ ―） （ ―） 

千口 千マレーシア・リンギット 千口 千マレーシア・リンギット

マレーシア ₁₃₅ ₁₉₈ ₆₉₉. ₂ ₉₉₂ 
（ ―） （ ―） （ ―） （ ―） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ） 買付（　）内は分割割当、合併等による増減分で、上段の数字には含まれ

ておりません。
（注 ₃ ）売付（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₄ ）金額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
投資信託証券

（₂₀₁₃年₁₂月₁₇日から₂₀₁₄年₁₂月₁₅日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
CDL HOSPITALITY TRUSTS（シンガポール）  ₁, ₁₄₅ ₁₆₄, ₉₁₃ ₁₄₄ LINK REIT（香港）  ₆₉₆ ₃₉₅, ₃₈₆ ₅₆₈ 
KEPPEL REIT（シンガポール）  ₁, ₃₆₆ ₁₄₂, ₆₁₁ ₁₀₄ CAPITAMALL TRUST（シンガポール）  ₁, ₄₃₆ ₂₃₁, ₇₅₄ ₁₆₁ 
CAPITACOMMERCIAL TRUST（シンガポール）  ₇₂₀ ₈₉, ₄₃₁ ₁₂₄ ASCENDAS REIT（シンガポール）  ₈₄₇ ₁₆₀, ₇₀₂ ₁₈₉ 
MAPLETREE COMMERCIAL TRUST（シンガポール）  ₉₂₀ ₈₉, ₂₆₁ ₉₇ SUNTEC REIT（シンガポール）  ₉₈₂ ₁₅₂, ₈₃₄ ₁₅₅ 
SUNLIGHT REIT（香港）  ₁, ₆₀₀ ₆₃, ₀₁₀ ₃₉ CAPITACOMMERCIAL TRUST（シンガポール）  ₁, ₀₀₉ ₁₃₉, ₈₆₅ ₁₃₈ 
CAMBRIDGE INDUSTRIAL TRUST（シンガポール）  ₈₆₀ ₅₃, ₃₅₀ ₆₂ FRASERS CENTREPOINT TRUST（シンガポール）  ₄₇₇ ₇₅, ₀₇₁ ₁₅₇ 
LINK REIT（香港）  ₇₉ ₃₈, ₁₀₂ ₄₈₂ MAPLETREE GREATER CHINA COMM（シンガポール）  ₁, ₀₀₉ ₆₉, ₀₀₆ ₆₈ 
CAPITARETAIL CHINA TRUST（シンガポール）  ₂₁₂ ₂₈, ₁₉₅ ₁₃₂ FORTUNE REIT（シンガポール）  ₆₃₅ ₆₁, ₄₀₁ ₉₆ 
CHAMPION REIT（香港）  ₅₃₀ ₂₆, ₂₅₈ ₄₉ MAPLETREE LOGISTICS TRUST（シンガポール）  ₅₇₇ ₅₁, ₆₆₉ ₈₉ 
ASCENDAS REIT（シンガポール）  ₁₁₅ ₂₁, ₆₃₃ ₁₈₈ CHAMPION REIT（香港）  ₉₁₄ ₄₂, ₈₅₃ ₄₆ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　期

売買委託手数料 36円
（投資信託証券） （ 36）

有価証券取引税 9
（投資信託証券） （ 9）

その他費用 33
（保管費用） （ 33）
（その他） （ 0）

合　　　　　　　計 78
（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注 ₂ ）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
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フ ァ ン ド 名
当 期 末

口　　数 評 価 額 比　　率外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額
千口 千香港ドル 千円 ％

（香港）
SUNLIGHT REIT ₁, ₀₉₃ ₃, ₈₆₉ ₅₉, ₁₉₉ ₂. ₅ 
FORTUNE REIT ₁, ₂₁₁ ₉, ₃₂₄ ₁₄₂, ₆₆₇ ₆. ₀ 
PROSPERITY REIT ₄₅₂ ₁, ₂₂₄ ₁₈, ₇₄₁ ₀. ₈ 
LINK REIT ₈₂₂ ₄₀, ₀₃₁ ₆₁₂, ₄₈₀ ₂₅. ₇ 
CHAMPION REIT ₁, ₃₀₃. ₈₉ ₄, ₅₅₀ ₆₉, ₆₂₃ ₂. ₉ 

香 港 ド ル 通 貨 計 口 　 数、 金 　 額 ₄, ₈₈₁. ₈₉ ₅₉, ₀₀₀ ₉₀₂, ₇₁₂ 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₅ 銘柄  ＜₃₇. ₉％＞ 

千口 千シンガポール・ドル 千円 ％
（シンガポール）
MAPLETREE GREATER CHINA COMM ₂₇₁ ₂₆₁ ₂₃, ₆₅₄ ₁. ₀ 
CAPITACOMMERCIAL TRUST ₇₇₆ ₁, ₃₀₇ ₁₁₈, ₂₆₈ ₅. ₀ 
ASCENDAS REIT ₁, ₁₁₈. ₀₀₂ ₂, ₅₉₃ ₂₃₄, ₆₀₆ ₉. ₈ 
CAPITAMALL TRUST ₄₂₈. ₂ ₈₆₀ ₇₇, ₈₄₈ ₃. ₃ 
SUNTEC REIT ₇₆₃ ₁, ₄₇₂ ₁₃₃, ₁₉₅ ₅. ₆ 
MAPLETREE LOGISTICS TRUST ₆₆₃ ₇₇₉ ₇₀, ₄₆₂ ₃. ₀ 
KEPPEL REIT ₁, ₂₇₉ ₁, ₅₄₇ ₁₃₉, ₉₇₉ ₅. ₉ 
CAMBRIDGE INDUSTRIAL TRUST ₁, ₃₃₇. ₈₄₅ ₉₀₃ ₈₁, ₆₈₀ ₃. ₄ 
CDL HOSPITALITY TRUSTS ₉₀₃ ₁, ₅₇₅ ₁₄₂, ₅₂₅ ₆. ₀ 
FRASERS CENTREPOINT TRUST ₆₉₀ ₁, ₃₁₄ ₁₁₈, ₈₉₂ ₅. ₀ 
CAPITARETAIL CHINA TRUST ₄₄₉. ₃ ₇₁₄ ₆₄, ₆₁₆ ₂. ₇ 
PARKWAY LIFE REAL ESTATE ₂₂₆ ₅₄₄ ₄₉, ₂₆₄ ₂. ₁ 
LIPPO MALLS INDONESIA RETAIL ₇₂₃ ₂₅₃ ₂₂, ₈₈₈ ₁. ₀ 
MAPLETREE COMMERCIAL TRUST ₆₄₇ ₉₄₁ ₈₅, ₁₄₈ ₃. ₆ 

シンガポール・ドル通貨計 口 　 数、 金 　 額 ₁₀, ₂₇₄. ₃₄₇ ₁₅, ₀₆₉ ₁, ₃₆₃, ₀₃₀ 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₁₄ 銘柄  ＜₅₇. ₂％＞ 

千口 千マレーシア・リンギット 千円 ％
（マレーシア）
CAPITAMALLS MALAYSIA TRUST ₇₄₃ ₁, ₀₃₂ ₃₅, ₀₂₁ ₁. ₅ 
SUNWAY RE ＩＴ ₁, ₁₅₃. ₆ ₁, ₇₃₀ ₅₈, ₆₇₇ ₂. ₅ 

マレーシア・リンギット通貨計 口 　 数、 金 　 額 ₁, ₈₉₆. ₆ ₂, ₇₆₃ ₉₃, ₆₉₉ 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₂ 銘柄  ＜₃. ₉％＞ 

合　　　　　計 口 　 数、 金 　 額 ₁₇, ₀₅₂. ₈₃₇ ― ₂, ₃₅₉, ₄₄₂ 
銘 柄 数 ＜ 比 率 ＞ ₂₁ 銘柄  ＜₉₉. ₀％＞ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）比率欄は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₃ ）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）ファンド・オブ・ファンズが組入れた外貨建ファンドの明細
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■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月₁₅日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
投 資 信 託 証 券 ₂, ₃₅₉, ₄₄₂  ₉₉. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₂₄, ₁₅₁  ₁. ₀ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₂, ₃₈₃, ₅₉₃  ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、₁₂月₁₅日における邦貨換算レートは、 ₁ 香港ドル＝₁₅. ₃₀円、 ₁
シンガポール・ドル＝₉₀. ₄₅円、 ₁ 台湾ドル＝₃. ₇₉円、 ₁ マレーシア・リン
ギット＝₃₃. ₉₁円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₂, ₃₇₆, ₇₃₈千円）の投資信託財産総額
（₂, ₃₈₃, ₅₉₃千円）に対する比率は、₉₉. ₇% です。

（2） 純資産総額の10％を超える不動産ファンドに関する組入投資
信託証券の内容

　LINK REIT（香港）（当期末組入比率₂₅. ₇％）
イ．会社の概要

香港で最大級のリートの ₁ つです。主として商業施設および駐
車場として利用され、安定的な収入を生み出す香港の不動産に投
資します。

ロ．₁ 口当り資産運用報酬額等
投資信託の資産運用報酬額等に相当する詳細な開示がないため

「 ₁ 口当り資産運用報酬等の額」に関する情報の開示はできませ
ん。LINK REIT の開示資料につきましては、ホームページ
（http://www.thelinkreit.com）で閲覧することが可能です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月₁₅日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 2, ₃8₃, 59₃, 901円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₂₂, ₈₅₁, ₅₃₁  
投 資 信 託 証 券（評価額） ₂, ₃₅₉, ₄₄₂, ₃₃₉  
未 収 入 金 ₁₀₄, ₆₃₃  
未 収 配 当 金 ₁, ₁₉₅, ₃₉₈  

（Ｂ）負 債 ―  
（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 2, ₃8₃, 59₃, 901  

元 本 ₁, ₃₀₄, ₈₃₄, ₃₉₉  
次 期 繰 越 損 益 金 ₁, ₀₇₈, ₇₅₉, ₅₀₂  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1, ₃04, 8₃4, ₃99口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 18, 2₆7円

＊ 期首における元本額は₁, ₉₂₄, ₅₃₅, ₄₇₁円、当期中における追加設定元本額は
₇, ₄₉₉, ₇₁₆円、同解約元本額は₆₂₇, ₂₀₀, ₇₈₈円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
／フィデリティ・アジア₃資産分散ファンド₁, ₂₉₉, ₁₈₉, ₃₇₅円、ダイワ・アジアＲ
ＥＩＴファンド（ダイワＳＭＡ専用）₅, ₆₄₅, ₀₂₄円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₈, ₂₆₇円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₃年₁₂月₁₇日　至₂₀₁₄年₁₂月₁₅日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 122, 45₃, 990円

受 取 配 当 金 ₁₂₂, ₄₄₅, ₉₆₈  
受 取 利 息 ₈, ₀₂₂  

（Ｂ）有価証券売買損益 ₆52, 228, ₆10  
売 買 益 ₆₆₇, ₈₇₁, ₁₂₆  
売 買 損 △  ₁₅, ₆₄₂, ₅₁₆  

（Ｃ）そ の 他 費 用 △  5, ₃9₆, ₆77  
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 7₆9, 285, 92₃  
（Ｅ）前期繰越損益金 ₆2₆, 817, 507  
（Ｆ）解 約 差 損 益 金 △  ₃19, 9₃9, 212  
（Ｇ）追加信託差損益金 2, 595, 284  
（Ｈ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 1, 078, 759, 502  

次期繰越損益金（Ｈ） 1, 078, 759, 502  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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